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●よくある質問
	質　　問
	回　　答

	昔、水ぼうそうにかかったことがあります。ワクチンは必要でしょうか。
	帯状疱疹は体内に眠っている水ぼうそうのウイルスが再び暴れだす
ことで発症するので、水ぼうそうにかかったことがある方なら、だれ
でも発症する可能性があります。予防のためには、ワクチン接種を
お勧めします。

	一度帯状疱疹を発症すると、接種の必要はないですか？
	一度発症すると、しばらくは再発しないといわれていますが、専門
医でも見解が分かれます。罹患直後は免疫が非常に活性化している
ので、発症後１～２年を目途に接種をおすすめします。

	すでに発症した帯状疱疹後神経痛に対して効果はありますか？
	効果は認められていません。再罹患予防のための接種は可能です。

	接種の年齢に上限はありますか？
	年齢上限はありませんが下記の方は生ワクチン(水痘ワクチン)を
接種できません。
・ステロイドや免疫抑制剤等の免疫を抑制する治療を受けている人
・悪性腫瘍、免疫抑制状態の人

	過去に自費で接種したことがある人も接種できますか？
	過去に村の任意接種で費用助成を受けた方については、定期接種の対象外です。
過去に全て自費で水痘生ワクチンを接種した方については、5年を経過している場合、再接種ができます。
シングリックス（不活化ワクチン）の再接種については、臨床試験での有効性・安全性が確立されていませんので、基本的に接種ができません。

	不活化ワクチン（シングリックス）の２回目の接種について、予定日となる「１回目から２か月後」とは、具体的にいつからのことですか？
	予定日は次の通りに考えます。
・「１か月」の考え方
原則１か月後の同じ日と考えます。同じ日がない場合は、その
末日で期間が満了したと考えます。
・「２か月の間隔をおく」とは
例）11月10日に1回目を接種した場合
⇒1月10日以降に2回目を接種可能。
※令和８年度中に接種を完了できるよう計画的に接種をすすめてください。

	不活化ワクチン（シングリックス）の２回目接種が、１回目より６ケ月以上経過してしまいました。
	有効性・安全性の観点から、初回接種６か月後までに確実に２回目の接種ができるように、スケジュールを立ててください。
また、2回目の接種は令和9年3月31日までに実施してください。（この時期を過ぎると料金・保障が変わります）



· 介護施設等の入所者や、長期入院（3か月以上）の方について
上記のご都合で、中札内村立診療所で接種ができない場合は、
福祉課健康・こどもグループ（電話：0155-67-2321）まで、ご連絡ください。

※帯状疱疹ワクチン【定期接種】は予防接種法に基づくB類の予防接種です。基本的に、上記
の場合以外は中札内村立診療所で接種ください。

